
地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 東銀座店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 4

事業所等の所在地
T I O 4 O O 6 I 区市町村名璽中央区

町名 番 地
以 下金艮座坐5-13 一 18 日之出ビル

事業所等の延床面積 醐・61図書筆兎畿竺穏覇 蛋題璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4露連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 72 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 123 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②+③) ④ 125 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑤二② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
816‐6 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大i

(t)
⑩頓 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 26,837.2 45.00 L207‐7 0.014 61.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0-O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 164,265 ‐O 9‐76 1,603.2 0.382 62‐7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合 計 / q9 2,810 ‐9 ′/′′◎ ・23.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,098‐O / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 3,098.O / 0.450 1‐4

合 計 / //// ⑩ 20

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

暫実績年度の目標達成の状況』=□目標達成した。 1塁

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 国分寺北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 9

事業所等の所在地
T I 8 5 O O I 2 区市町村名国国分寺市

町名 番 地
以 下

本町 2-10-1

事業所等の延床面積 8L86k睡筆兎智疾誓奇蚤題璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 囲
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4霞連鎖化事業区分 園圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 45 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 79 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

⑧ 1 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 80 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの風璽 (⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

③
965.O kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量-
(GJ)

⑧ ⑥′1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量然L

(t)
@白⑧×⑨×全期12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,700.9 45.00 931‐5 0.014 47‐1

その他はLPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L QO 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9-28 0.O 0.382 0.O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 84,219.O 9.76 822‐O 0.382 32.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9.76 W OO 0.382 ⑩ 0‐0

合 計 / ⑭ 1,753‐5 //// ⑩ 79‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,036.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,036.O / 0.450 0‐9

合 計 / ///′◎ 1.3

3 ニ ヒ膨小 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨どする

(日本工業規格A列媒酌



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

・

設備保守対策

Di04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 』1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 信濃町駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 5

事業所等の所在地
T I 6 O O O I 3 区市町村列新宿区
町名番 地
以 下霞ヶ丘町14-1 明治神宮外苑信濃町休憩所

事業所等の延床面積 難‐40同筆筆現畿宅蟹事 蛋禽璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 鰹 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 園圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 96 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
615-2 kg‐C02 左.F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧H⑥な 000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×{"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,446.2 45.00 L145‐I 0.014 57.9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k、恥 99,323.O 9.76 969‐4 0.382 37‐9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9.76 ⑭ 00 0.382 哩 00

合 計 / @ 2フー14‐5 //// ⑩ 95.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,947.O / 0.200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,947.O / 0.450 1‐3

合 計 / //// ⑩ 1‐9

- ヒ帯小 量楠の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への 7 に、′つ二
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列綿酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

弱101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地携温 慶ヒ対 の実 、、況

墓実績年度の目標達成の状況 H□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 西五反田1丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 6

事業所等の所在地
T I 4 I O O 3 I 区市町村名響品川区

町名 番 地
以 下西五反 田 1‐26ー2 五反 田サンハイツIF

事業所等の延床面積 m.98同 筆筆兎隻窄繋蟹 蛋鷺覇圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分頚圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 66 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ⑨ 113 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 114 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの星【(⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,108.O kg‐C02/ 江.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑪戸⑧×⑨×生翌12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,127.7 45.00 1,175.7 0.014 59.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0-O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9-9ワ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0-382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 142,648.O 9.76 1,392‐2 0.382 545

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kW伍 @ OD 9.76 qP OO 0.382 ⑩ 00

合 計 ///′ q9 2、568 ‐O ///′⑩ 114‐O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,674.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,674.O / 0.450 i‐2

合 計 / //// ⑩ 1‐7

3 二 ・ヒw 量-炊 の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への z に、リニ 安 灰 、 瞳キ
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 =
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑬ /1,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
↑
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対策の実施

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 西新井西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 7

事業所等の所在地
T I 2 I O 8 2 2 区市町村名璽足立区

町名番 地
以 下

西竹ノ塚 2-2ー2

事業所等の延床面積 鵬‐90ド 1覇 兎雫誓轡奇蛋題璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 霊他者所有 国
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分圃圃 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 61 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 106 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④;②十③) ④ lo7 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥:②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
973.3 kg‐C02 位 .2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩奄 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,506.6 45.00 1,102‐8 0.014 55‐8

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 133,064.O 9.76 1,2987 0.382 50-8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 QP OD 0.382 ⑩ 00

合 計 / 哩 27401 ‐5 //// ⑩ 106.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,450‐O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,450.O / 0‐450 1.1

合 計 //// //// ⑩ 1.6

こ公共下水旭への排水に伴う二酸化灰… 出量は※1 -電〆気の

⑲=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

墓101 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 1巨 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比 %

C02 排 出量 (延床面積当たり kg-C02/ 江≧ C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 東池袋1丁日店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 8

事業所等の所在地
T I 7 O O O I 3 区市町村名唖豊島区
町名 番 地
以 下

東 池 袋 1‐7‐10

事業所等の延床面積 鵬‐33図 1筆兎望も篭蟹 蚤鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1圃連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 27 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 43 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑬)

③ o t

総 計 (④=②十③) ④ 43 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
360‐3 kg‐C02/遅F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量※l

(t)
⑩頓 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 4,081‐2 45‐00 183.7 0.014 9‐3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 88,954.O 9.76 868‐2 0.382 34.O

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ◎ 00

合 計 / Q9 1,051.8 //// q9 43.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 923.O / 0.200 0.2

公共下水道 □ m3 923‐O / 0‐450 0.4

合 計 / //// ⑩ 06

3 二酸ヒ炭 、 E 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公ハ下z旭への z に、リニ :副夙≧′、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 昌
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 芳・ Z皿 “ ・ の

医績年度の目標達成の状況 li□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4三番)



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 日暮里南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 9

事業所等の所在地
T I I 6 O O I 4 区市町村名圃荒川区

町名番 地
以 下東 日暮里 5‐50‐11

事業所等の延床面積 75‐90開 署筆兎雫宅誓 許婚鷺閏圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 璽他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醤連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 91 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑨) ④ 92 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
LI98 ‐9 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巻 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,853.6 45.00 938.4 0‐014 47.5

その他はLPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 114,255.O 9.76 1,115.1 0‐382 43.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9-76 ⑪ 0O 0.382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 2,053‐5 //// ⑳ 9LI

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,321.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,321‐O / 0.450 1‐O

合 計 / ′/′/ ⑩ 1.5

3 二酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及びエ業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量ヰョ

1
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑬/LOOO)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

、

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

遡101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 1題 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その 2 信長)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 中井駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 O

事業所等の所在地
T I 6 I O O 3 2 区市町村名纏新宿区

町名 番 地
以 下 中落 合 1一博 -2

事業所等の延床面積 鵬.90同 筆筆兎智堺署奇蛋鷺頚圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圏
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4馨連鎖化事業区分 圃圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 63 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑬) ② 1lo t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑯)

③ l t

総 計 (④二②+③) ④ 111 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
LOIO.1 kg‐Co2/江F

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量太↓

(t)
⑩堪 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 27,108.9 45‐00 1,219.9 0‐014 61.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ kW伍 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 127,443 ‐O 9‐76 1,243‐8 0.382 48‐7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 2,463.7 ′/// W IIO.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,620.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,620‐O / 0‐450 1‐2

合 計 / ///′⑩ 1.7

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。 冒

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 =
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

重実績年度の目標達成の状況町 鯉 目標達成した。 劃

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 上板橋北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 I

事業所等の所在地
T I 7 4 O O 7 I 区市町村名橿板橋区

町名番 地
以 下

常盤 台 4-31-5

事業所等の延床面積 86ヨ〆睡筆兎雫喝覆暫 蚤鷺閏圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 41 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑮) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 74 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑤二② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
839‐5 kg‐C02/江F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量m
(t)

⑩頓 )×⑨×‘Mけ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,253.4 45‐00 911.4 0.014 46.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 72,728‐O 9‐76 709‐8 0‐382 2ワ‐8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 噂 00 9.76 凹 00 0‐382 ◎ OD

合 計 / q9 1,621-2 //// ⑩ 73.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 L904.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,904‐O / 0‐450 0.9

合 計 / /′// ◎ 1.2

こ公共下水胆への排水に伴う※ 1 -電〆気 の 、7 旭 - Z 旭 Z 、′ こ公ノ、 Z 胆 へ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑯=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列綿酌



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

勝101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 短 目標達成した。 =国

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無1口 有 圏無 1

ベンチマーク区分 ー 1ランク C02削減率 {前年度比昌 %

目標値等 (選択) CO排 出量(延床面横当たり1 lkgco 〆 CO排 出量(総量) 亘 jt

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 日暮里東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 2

事業所等の所在地
T I I 6 O O I 3 区市町村名園荒川区

町名 番 地
以 下

西 日暮里 2‐25-1ステーションガーデンタワー 310

事業所等の延床面積 55.34同 筆筆兎雫窒嚢覇 蛋鷺鰯圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 匿
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1園連鎖化事業区分 麗園 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 22 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 35 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ O t

総 計 (④=◎ト③) ④ 35 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
632.4 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
⑪戸⑧×⑨ X4 釘12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 2,059‐O 45.00 92‐7 0.014 4‐7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36-ワ○ 0‐O 0‐019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 79,538‐O 9.76 776‐3 0‐382 30‐4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9‐76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合 計 / 越) 868.9 ′′/′⑩ 35.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 754.O / 0.200 0.2

公共下水道 □ m3 754.O / 0.450 0‐3

合 計 / //// 低) 05

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素 E出量は
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO 冒
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨どする

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

『実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 西武新宿前北店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 3

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 I 区市町村名囲新宿区

町名 番 地
以 下歌舞伎町 1-28-3武井ビル

事業所等の延床面積 76.86k睡筆兎宝疾茅奇薪鷺閏圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 琶
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分 園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 96 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,236.O kg‐C02/虹F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大↓

(t)
⑩組 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,818‐4 45-00 981.8 0-014 49.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 119,204 ‐O 9.76 1,163 ‐4 0‐382 45‐5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9‐76 @ 0‐0 0.382 @ 00

合 計 / 遡 2ユ45.3 ///′⑯ 95.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,595.O / 0.200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,595‐O / 0450 1.2

合 計 / //// ⑩ 1.7

- ヒ篇素排出量等の内訳3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う一
⑩=(⑥",000) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑲=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑲ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

皇実績年度の目標達成の状況」-□目標達成した。 』1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 水道橋東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 4

事業所等の所在地
T I O I O O 6 I 区市町村名圃千代田区

町名 番 地
以 下

三崎町 2-1-17M ・C水道橋ビル IF

事業所等の延床面積 97.78同 筆筆兎隻窄響蟹 蛋鷺璽園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4亜連鎖化事業区分擾圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 44 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 75 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

③ O t

総 計 (④二⑫⑩) ④ 75 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
767.O kg‐C02/,,ピ

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量胤
(t)

⑪H⑧×⑨×御V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,552.5 45.00 699.9 0.014 35.4

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 105,163 ‐O 9.76 1,026 ‐4 0.382 40.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ OD 9.76 @ 00 0.382 @ 00

合 計 / ⑩ 1,726.3 //′/ ⑩ 75‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,440 ‐0 / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,を曇0.O / 0.450 0.6

合 計 / ′/// ⑩ 09

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※ 1 -琶メ気 の 、Z 胆 旭 Z 、′ こ公 /、 Z 胆 へ Z ‐‐ っ 夙杉 、

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とす

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

冒実績年度の目標達成の状況冒に 目標達成した。 =!

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列を!⑥



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 西葛西一番街店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 5

事業所等の所在地
T I 3 4 O O 8 8 区市町村名圃江戸川区

町名 番 地
以 下

西 葛 西 6-14‐2

事業所等の延床面積 8L51図婁筆算雫変塾暫 蛋鷺間圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 掻
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1璽連鎖化事業区分 璽圏 直営店 口 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 31 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 50 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ o t

総 計 (④=◎⑨) ④ 50 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
613.4 kg‐C02/,,E

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
@戸⑧×⑨×4釘12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 3,166.8 45.00 142‐5 0.01‐4 7‐2

その他 (LPG) □ kg 0.0 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 112,177.O 9‐76 LO94.8 0‐382 42.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合 計 / ◎ 1,237 ‐4 //// ⑩ 50.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,225-O / 0.200 0.2

公共下水道 □ m3 1,225‐O / 0‐450 0‐6

合 計 / ′/// ⑩ 08

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の使用並びに公共下水胆への フに、′っ二酌イ灰小 ;翼は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/i,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

鳶101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 彰 Z皿 、 メ・ の

且実績年度の目標達成の状況回 に 目標達成した。 =

5 提出年度
目 標 の 有 □ 圏

ンク C02削減率 {ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

2 C02排出量 (総量)目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称中華食堂日高屋 新橋烏森通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7

事業所等の所在地
T I O 7 O O 5 2 区市町村名園港区

町名 番地
以 下

新 橋 2-15-14

事業所等の延床面積 79.73同 筆美醜畿塑誓 奇蛋鷺題圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③=⑩) ② ヱol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ l t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 102 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,266‐8 kg一C02/.IE

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩巷 )×⑨×名V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,950 ‐3 45.00 1,122‐8 0.014 56.8

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合そ咋;む。) □ k職 115,935.O 9.76 1,131.5 0.382 44.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ OD 0.382 ◎ 00

合 計 //// 凹 2,254‐3 /′′/ ⑩ 101.I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,389.O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,389‐O / 0‐450 1‐I

合 計 / //// ⑩ 1‐6

3 二酸ヒ炭素排出量等の内

※1電気の使用、水胆及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に、′う二‘化灰 、 量は
⑱=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4三番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

.

区績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称中華食堂日高屋 東久留米東口店

事 業 所 番 号 A ‐ O 5 9 6 O I 7 7

事業所等の所在地
T 2 O 3 O O I 3 区市町村名霊東久留米市

町名 番 地
以 下新川町 1-3-37KB ビル IF

事業所等の延床面積 71.74図 筆筆兎雫窄蟹蟹 雷鷺璽圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 閣連鎖化事業区分 圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑩) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

⑨ 1 t

総 計 (④:②+③) ④ 96 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量【(⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,324.1 kg‐C02/,x

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧-⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑩堪 )×⑨×弱り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nn,3 22,145.i 45‐00 996.5 0.014 50‐4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.oi6 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36-70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ 憾恥 0‐O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 118,644 ‐7 9.76 1,158‐O 0‐382 45‐3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合 計 / ◎ 2,154.5 ///′⑩ 95‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,125‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,125.O / 0.450 1.O

合 計 / //// ⑩ 1.4

※1電気の使用、水道及びエ業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に伴うニ酸化灰… 敷ョ

　
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 芳 Z皿 ・ の

医績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列綿酌



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 新橋栄通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 8

事業所等の所在地
T I O 5 O O O 4 区市町村名璽港区

町名番 地
以 下

新 橋 2ー8-2

事業所等の延床面積 竣‐90MI 筆兎雫堺悪評蛋鷺』・年度分 園・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4墓連鎖化事業区分 璽園 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐4/25開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 44 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② j78 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 79 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
520‐3 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑪戸⑧×⑨×名Ui2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N □,3 20,708 ‐6 45.00 931‐9 0.014 47‐2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50-80 0.O 0.oi6 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他") □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日部お □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 82,629‐O 9‐76 806.5 0.382 31‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 1,738.3 //// ⑩ 78.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,685‐O / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,685‐O / 0.450 0.8

合 計 / //// ⑩ 1ユ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫/LOOO)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止
▼

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

"実績年度の目標達成の状況 1に 目標達成した。 u

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 秋葉原駅南店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 7 9

事業所等の所在地
T I O I O O 2 5 区市町村名霞千代田区

町名 番 地
以 下神田佐久間町 1-15 川初ビル

事業所等の延床面積 閣.60同筆筆兎雫喝蟹蟹 薪禽FI年度分 圏・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 馨圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26 お/8開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑤ ) ④ 94 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
647‐6 kg-C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量大1

(t)
⑩ )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス 口 Nm3 20,159.6 45‐00 907‐2 0.014 45.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 125,496.O 9.76 1,224.8 0‐382 47.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / 凹 2,132 ‐O′′′′′⑩ 93‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,891.O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 2,891.O / 0.450 1.3

合 計 / /′′/ ⑮ 1.9

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

.

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況墨題 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 馬喰町西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 O

事業所等の所在地
T I O 3 O O O 2 区市町村名岨中央区
町名 番地
以 下 日本橋馬喰町 1‐5‐10 林ビル

事業所等の延床面積 鵬‐oo麗〆睡竃兎畿吃蟹蟹 蚤副□・年度分 圏・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4匿連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐5/21開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo-o258) ① 41 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 69 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ o t

総 計 (④=②+⑨) ④ 69 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
387.6 kg-C02/ 江E

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
⑩頓 )×⑨×‘""12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 14,862.3 45.00 668‐8 0.014 33.8

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 94,578.O 9.76 923.1 0‐382 36.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※21kwh ② 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / 妙 1,591.9 ′/// ⑳ 70.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,444.O / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,444‐O / 0.450 0.6

合 計 / ///′⑩ 09

3 ー ヒ滞小 量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水胆の水の使用並びに公共下水胆への に
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列綿酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

鳶101 高効率照明ランプの採用(屋内) .

4 地球温暖化対策の実施状況

董実績年度の目標達成の状況 !胆 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 立川南口駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 I

事業所等の所在地
T I 9 O O O 2 3 区市町村名圃立川市

町名番 地
以 下柴崎町3-1-3 立川南口駅前ビル

事業所等の延床面積 服‐10日婁筆兎隻窒塾蟹 蛋鷺璽m年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 止 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7コ6 214 糧連鎖化事業区分 園 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H26.5/23 開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 56 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 96 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 97 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
779‐8 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N ば,3 20,309.4 45.00 913‐9 0.014 46.2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k帖 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 132,716.O 9.76 L295‐3 0.382 50.7

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合 計 / ⑩ 2,209.2 ′/// ◎ 96‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2.207.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,207.O / 0‐450 1.O

合 計 / ///′⑩ 1‐4

3 二酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴うニ酸化炭素排出量増

　
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止 ′

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 ==

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 梅島駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 2

事業所等の所在地
T I 2 3 O 8 5 I 区市町村名璽足立区

町名 番地
以 下

梅田8‐3‐9 サニー石井ビル

事業所等の延床面積 崩.・o同筆筆現隻を誓 奇蛋題』・年度分 圃・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4馨連鎖化事業区分 国圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐5/28開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 35 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 63 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ O t

総 計 (④=◎ト③) ④ 63 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量-(◎;② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑥
452.9 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×名狐 2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,011‐2 45.00 7655 0.014 38.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0‐019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電,

気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 63,618‐O 9‐76 620‐9 0、382 24.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 qP OO 0‐382 ◎ 00

合 計 / ⑩ L386.4 //// ⑩ 63.O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,389‐O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,389‐O / 0.450 0‐6

合 計 / ///′⑩ 09

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の使用並びに公共下水旭への z に、っ二酸化灰糸 :夏は
　　　　　 　　　　　　　 　

, 〆 );」三vhv;′ギワリ盾」盟* ご VM{ 工住 V古導 [,肱 m☆ぬ粋鰍。土田、/↑^^(
.,.W-＼部が煩忙テQ豚早世人選爪肌恨人事采川寺“胴慾倒 H寸隠現/÷,WU ^ ^ ( 11

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。Jの係数)×1,000 ⑩=(⑭/1,000)×②とする

(日本工業規格A列綿酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 !題 目標達成した。 』昌

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 八丁堀新大橋通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8

事業所等の所在地
T I O 4 O O 3 2 区市町村名璽中央区
町名番 地
以 下

八 丁 堀 3-21-3

事業所等の延床面積 92-・o国 事筆兎畿宅蟹誓 蛋鷺に・年度分 圏1年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4馨連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐6/27開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 39 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 68 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=②十③) ④ 69 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
738.3 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量大↓

(t)
⑬篭 )×⑨×{MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,565 ‐1 45.00 700‐4 0‐014 35.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合↓含む。) □ k職 85,810‐O 9‐76 837.5 0.382 32‐8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 ⑪ OD 0.382 @ 00

合 計 / Q9 1,537 ‐9 ′//′嶋 68.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1.565.O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 L565.O / 0‐450 0.7

合 計 / ///′⑩ 1‐0

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 出量は
⑲ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑩=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑩ /1,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

竃実績年度の目標達成の状況司 □ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4老齢



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 中井駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 4

事業所等の所在地
T I 6 I O O 3 2 区市町村名間新宿区

町名 番 地
以 下 中落合 1-20-15 フロント中井

事業所等の延床面積 54-3okll筆兎智賓泌奇蛋鷺FI年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1璽連鎖化事業区分 璽圏 直営店 口 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐7/9開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 9 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 15 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

③ O t

総 計 (④=②+③) ④ 15 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=◎xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
276‐2 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×叱り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 549.1 45.00 24‐7 0.014 1.3

その他 (LPG) □ ‐ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 36,939.O 9.76 360‐5 0.382 1‐4.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ OD 0.382 ⑩ 00

合 計 / Q9 385‐2 //// ⑩ 15‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 423.O / 0‐200 0.1

公共下水道 □ m3 423.O / 0.450 0.2

合 計 / //// ⑩ 03

※1電気の使用、水旭及び工業用水旭の水の 用′びに公共下水道への z に、リニ
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 雄弱くi温暖 ヒを の

1実績年度の目標達成の状況 順 目標達成した。 "

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 富士見台南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 5

事業所等の所在地
T I 7 6 O O 2 I 区市町村名璽練馬区
町名番 地
以 下貴 井 3‐2‐7 石 田ビル IF・BI

事業所等の延床面積 鵬‐60k睡筆兎畿変繋蟹 蛋鷺』・年度分 園・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4楓連鎖化事業区分 馨圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐7月 0開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 37 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 63 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎⑨ ) ④ 64 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
596.5 kg‐C02/,,ぎ

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量氷L

(t)
⑩超 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 14,027.1 45‐00 631.2 0‐014 31.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O '9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 83,528.O 9‐76 815.2 0‐382 31‐9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 1,象蛤 .5 //// ⑩ 63.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,562‐O / 0.200 0‐3

公共下水道 □ m3 L562‐O / 0‐450 0.7

合 計 / ///′◎ 1.O

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥ /LOOO) ×③とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列空!⑥



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)
▼

4 地球温暖化対 の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 "

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 田園調布東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 6璽

事業所等の所在地
T I 4 5 O O 7 I 区市町村名璽大田区

町名 番 地
以 下 田園調布 2-51‐4

事業所等の延床面積 82‐5 〆唐黍現畿喝蟹蟹 蛋鷺 ・年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 圃
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分 題圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐7/25開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 26 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 46 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ O t

総 計 (④=②十③) ④ 46 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
5575 kg‐C02/,,E

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩堪 )×⑨×廻り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 10,751.1 45.00 483.8 0‐014 24.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

ん"帽一"‘ .; ・ 昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0.Oァ駅電気署来日
からの買電 夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9-28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 56,863.O 976 555‐O 0.382 21.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh @ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / 凹 1,。38.8 ///′⑩ 46.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,014.0 / 0‐200 0.2

公共下水道 □ m3 1,014‐O / 0.450 0‐5

合 計 //// //// 魅) 0.7

3 ニ ヒ影素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1‐ol‐ 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 霧 消 、 の

1実績年度の目標達成の状況』1□目標達成した。 訓

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 赤羽西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 7

事業所等の所在地
T I I 5 O O 5 5 区市町村名圃北区
町名 番 地
以 下

赤 羽 西 1‐41‐2

事業所等の延床面積 99.oo隣唐黍再雫窄繋蟹 婚鷺FI年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4冒連鎖化事業区分 馨圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H26‐8/26開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 28 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮} ② 48 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ o t

総 計 (④=②+③) ④ 48 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの旦里^(⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑤
484.8 kg‐C02 な,.2

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大L

(t)
⑩ ③×⑨×こ"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 10,392‐5 45‐00 467‐7 0.014 23‐7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 64,537.O 9‐76 629.9 0.382 24‐7

規則第5条の17第3項の携場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 0‐0 0.382 ◎ 00

合 計 / 哩 1,。97.5 ′/// ⑩ 48‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 986‐O / 0‐200 0.2

公共下水道 □ m3 986.O / 0‐450 0‐4

合 計 / ///′◎ 06

こ公共下水旭への排水に伴う二‘化灰 、 出※ 1 糧丸 の 用 、z 道及 び 工 z 旭 の z の 、′び に公′、 旭 への z こ、′つ- ‘ 灰 、 里

⑩=(⑥/LOOO)×⑨とする。 塵
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO I

⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 ¥皿 、、 ・ の

=実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 三軒茶屋南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8 8

事業所等の所在地
T I 5 4 O O 2 4 区市町村列世田谷区

町名 番地
以 下

三軒茶屋 1‐38-7

事業所等の延床面積 難‐50図書筆現隻塾蟹蟹 蚤鷺←・年度分 圏・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 瞳商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4霞連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H26.9/26 開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 25 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(◎=⑩ ② 43 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 44 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
261‐3 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(G‐の

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量※l

(t)
⑩巻 )×⑨×細り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 9,142‐6 45‐00 411.4 0‐014 20.8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0‐O 0‐382 0.O

そのf也の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 58,682.O 9.76 572‐ワ 0.382 22‐4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9‐76 ド 0‐O 0.382 ◎ 00

合 計 / Q9 984.2 //// ⑩ 43‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,607‐O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,607.O / 0.450 0‐7

合 計 / //// ⑩ 1‐O

こ公共下水道への排水に伴う二※1 電気の 用、水越及び工 z 胆のz の ・′びこ公ハ 旭への
⑩;(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

Di04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 昭島南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 8

事業所等の所在地
T I 9 6 O O I 5 区市町村名圃昭島市

町名 番 地
以 下

昭和 町 2-1-9

事業所等の延床面積 醐.80k11筆兎塾堺署許婚副□・年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 霞
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 鴎圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐10月 7開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 17 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 28 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ o t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 28 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
132.8 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量※L

(t)
⑩堪 )×⑨×細り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 3,592‐1 45‐00 161.6 0‐014 8‐2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0‐382 ◆ 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k、N徴 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 52,289.O 9.76 510.3 0‐382 20‐0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 0‐0 9‐76 QP O.O1 O.382 ⑩ 00

合 計 //// 凹 672‐0 //// ⑩ 28.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 851‐O / 0‐200 0.2

公共下水道 □ m3 851‐O / 0.450 0.4

合 計 / //′/ ⑩ 06

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への 水に、′っ一
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 六本木三丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 9

事業所等の所在地
T I O 6 O O 3 2 区市町村名璽港区

町名 番 地
以 下六本木 3-11‐6 ウナカミビル 1階

事業所等の延床面積 m.・〆睡筆兎畿喝響蟹 蛋喬FI年度分 園1年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 胃圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐11月 4開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 23 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 40 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑨=⑩)

③ o t

総 計 (④=◎⑥) ④ 40 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
330‐3 kg一C02/1ヱF

燃料等の種別
推計
の

使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量‐

(GJ)

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太ム

(t)
⑩揮 )×⑨×‘"Vi2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 io,859‐4 45.00 488.7 0.014 24.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 41,721 ‐O 9.76 407.2 0.382 15.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑭ 00 0‐382 ◎ 00

合 計 / W 895.9 ′//′◎ 40.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 914‐O / 0.200 0-2

公共下水道 □ m3 914‐O / 0‐450 0.4

合 計 / //// ◎ 06

3 ニ ヒ帯 、 量 の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰糸 出量は
⑱=(⑥/LOOO)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/i,000 1
⑫ ⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む の係数)×LOOO ⑬ ⑫/1,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4三番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

Ciol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

医績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



の2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 金町北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 9 I

事業所等の所在地
T I 2 5 O O 4 I 区市町村名璽葛飾区

町名 番 地
以 下

東金町 1-45‐3 ワカナ堂ビル 1階

事業所等の延床面積 82.50同筆筆兎隻塑繋蟹 蕗鷺』・年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐1月 5開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 13 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 24 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ O t

総 計 (④=②十③) ④ 24 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤二②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
290‐9 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量氷1

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 7,907‐2 45.00 355‐8 0‐014 180

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 O □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 17,122.O 9‐76 167.1 0.382 6.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 qP OO 0.382 ⑩ 00

合 計 / @ 522‐9 /′// ⑩ 24.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 378.O / 0‐200 0.1

公共下水道 □ m3 378.O / 0.450 0.2

合 計 ′/// //// ◎ 02

※1電気の使用、水道及びエ業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰… 鯖ョ

IL
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 、 、 の

睡実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 闘

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番


